

































Significance and Challenges of Speech Activities by 
Liberal Muslims in the Modern Singapore












































































































































2001 年から 2002 年にかけて国内でイスラーム過激主義組織のメン
バーによる爆弾テロ未遂事件が発覚して以来、政府は「イスラームを















































けている。2019 年 10 月までに、200 を超えるエッセイが寄稿されて
いる。彼らは「リベラル派」の集まりとみられ、後述するとおり、保
守派の攻撃の対象とされてきた。




までに “The Reading Group” に寄稿されたエッセイから 22 点を選び、
編集したものである。編者は Mohamed Imran Mohamed Taib（イム





























































































































































































































































3 か月で完売した。これは、人口が約 570 万人（居住者に限れば約
400 万人）の小国シンガポールでは、よく売れた部類に入るとイムラ
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